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「一条工務店及び、悠悠ホームによる大規模な太陽光パネル設置による生活環境悪化

に関する請願」の訂正について 

 

平成２８年１２月１２月２日付で提出した「一条工務店及び、悠悠ホームによる大規

模な太陽光パネル設置による生活環境悪化に関する請願」の件につきまして、別紙のと

おり決議の案文を訂正させていただきたいと思いますので、よろしくお取り計らい下さ

い。 

 



【訂正後】 

 

白旗山周辺の大規模太陽光発電開発において、地域住民との合意に 

基づかない開発について中止を求める決議（案） 

 

白旗山周辺における大規模太陽光発電については、北に位置する二瀬地区けやき台住宅 

の真上に広がる斜面にすでに開発が行われ、中央部分では二瀬地区５自治会、幸袋地区８

自治会の区域に関わる一条工務店が、また、東に位置する斜面では悠悠ホームが、それぞ

れ開発計画を進めている。 

 飯塚市は昨年１２月、一条工務店の林地開発に関する知事の意見照会に対して、「今回の

開発行為は本市においては過去に例を見ないもの（太陽光パネル設置用地の面積規模、住

宅団地の近接等）であり、本市の都市マスタープランにおける地域のまちづくり方針との

整合性は図られておりません」と明記した意見書を提出し、知事が林地開発を許可したの

ちも今日に至るまでその立場を変えていない。悠悠ホームが住民説明会で明らかにした開

発計画は一条工務店のものに隣接して大規模なものであり、市長意見書の指摘がそのまま

あてはまるのである。 

 とくに、白旗山の東に位置する幸袋地区緑ヶ丘団地（約２０５戸）は現在、豊かな森林

に囲まれた高台にあり閑静な地域であるが、２社の開発によって３方を大規模太陽光発電

パネルに包囲されるが、このような事態は全国に例を見ず、台風や豪雨時の土石流の発生

やパネルの飛散、真夏はパネルの温度上昇や反射熱による気温上昇など、安心安全な生活

環境が著しく脅かされると不安が大きく広がっている。 

 白旗山周辺地域では大規模太陽光発電の開発中止を求めて関係自治会が、開発業者に対

してはもちろん、福岡県、飯塚市に対しても請願と陳情を行うなかで、悠悠ホームの開発

計画の詳細を知った緑ヶ丘自治会は今年７月２３日に臨時総会を開催し、自然環境を守り、

安心安全な生活が続けられるよう太陽光パネル開発設置に反対する決議をおこなった。 

 第２次飯塚市総合計画（基本計画）案には、「自然環境保全活動の推進」の項に「安全な

生活環境を守るため、市民と連携し、自然環境に重大な影響を及ぼす事業活動の防止に努

め、自然環境の保全を図ります」との文言が追加されたが、これは緑ヶ丘自治会の住民の

意見を含めた地域住民の声が反映したものである。 

 よって、飯塚市議会は、都市マスタープランにおける地域のまちづくり方針と整合性が

図られていないとする市長意見書の指摘、及び、安全な生活環境を守るため、市民と連携

し、自然環境に重大な影響を及ぼす事業活動の防止に努め、自然環境の保全を図るという

市の決意を支持し、安心安全のまちづくりを求める地域住民の願いにこたえる立場から、

白旗山周辺の大規模太陽光発電開発において、地域住民との合意に基づかない開発につい

ては中止を求めるものである。 

以上、決議する。 



【原 文】 

 

白旗山周辺の一条工務店と悠悠ホームによる太陽光発電の 

開発中止を求める決議（案） 

 

白旗山周辺における大規模太陽光発電については、北に位置する二瀬地区けやき台住宅 

の真上に広がる斜面にすでに開発が行われ、中央部分では二瀬地区５自治会、幸袋地区８

自治会の区域に関わる一条工務店が、また、東に位置する斜面では悠悠ホームが、それぞ

れ開発計画を進めている。 

 飯塚市は昨年１２月、一条工務店の林地開発に関する知事の意見照会に対して、「今回の

開発行為は本市においては過去に例を見ないもの（太陽光パネル設置用地の面積規模、住

宅団地の近接等）であり、本市の都市マスタープランにおける地域のまちづくり方針との

整合性は図られておりません」と明記した意見書を提出し、知事が林地開発を許可したの

ちも今日に至るまでその立場を変えていない。悠悠ホームが住民説明会で明らかにした開

発計画は一条工務店のものに隣接して大規模なものであり、市長意見書の指摘がそのまま

あてはまるのである。 

 とくに、白旗山の東に位置する幸袋地区緑ヶ丘団地（約２０５戸）は現在、豊かな森林

に囲まれた高台にあり閑静な地域であるが、２社の開発によって３方を大規模太陽光発電

パネルに包囲されるが、このような事態は全国に例を見ず、台風や豪雨時の土石流の発生

やパネルの飛散、真夏はパネルの温度上昇や反射熱による気温上昇など、安心安全な生活

環境が著しく脅かされると不安が大きく広がっている。 

 白旗山周辺地域では大規模太陽光発電の開発中止を求めて関係自治会が、開発業者に対

してはもちろん、福岡県、飯塚市に対しても請願と陳情を行うなかで、悠悠ホームの開発

計画の詳細を知った緑ヶ丘自治会は今年７月２３日に臨時総会を開催し、自然環境を守り、

安心安全な生活が続けられるよう太陽光パネル開発設置に反対する決議をおこなった。 

 第２次飯塚市総合計画（基本計画）案には、「自然環境保全活動の推進」の項に「安全な

生活環境を守るため、市民と連携し、自然環境に重大な影響を及ぼす事業活動の防止に努

め、自然環境の保全を図ります」との文言が追加されたが、これは緑ヶ丘自治会の住民の

意見を含めた地域住民の声が反映したものである。 

 よって、飯塚市議会は、都市マスタープランにおける地域のまちづくり方針と整合性が

図られていないとする市長意見書の指摘、及び、安全な生活環境を守るため、市民と連携

し、自然環境に重大な影響を及ぼす事業活動の防止に努め、自然環境の保全を図るという

市の決意を支持し、安心安全のまちづくりを求める地域住民の願いにこたえる立場から、

白旗山周辺における一条工務店及び悠悠ホームの大規模太陽光発電開発の中止を求めるも

のである。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 


